


























































































































































です。仕事の 3分の 1か、2分の 1がそこで
すんだような気持ちにもなるわけです。こう
した自分の意識を引きずっていては、これか
らはやれないだろうと思います。研究という
ものが個人のものではなくなってゆくのかな、
と感じております。
　それから藤井先生や安藤先生のお話を聞き
ますと、現地語を駆使するライブラリアン、
アーキビストを要求してよい、それがあるべ
き姿だということですので励まされるのです
が、現状としましてはビルマ語を読む、特に
古いビルマ語を読むライブラリアン、アーキ
ビストが欲しいって言っても相手にしていた
だけないだろうと思います。そういう中で研
究者として私たちの役割をも、今回の COE
を通じながら考えていきたいと思っていま
す。
